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が
国
の
農
業
を
考
え
る
際
、
農

業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）
を
抜
き

に
は
語
れ
な
い
。
前
回
記
述
し
た
第
二

次
安
倍
政
権
以
降
の
政
府
・
与
党
側
の

施
策
、
農
業
の
組
織
化
・
企
業
化
等
の

方
向
性
を
踏
ま
え
、
今
回
は
金
融
分
野

を
含
め
た
Ｊ
Ａ
の
現
状
と
課
題
を
解
説

し
た
い
。

正
組
合
員
が
減
少
し

准
組
合
員
が
増
加

●
農
協
や
組
合
員
の
推
移

　

Ｊ
Ａ
の
現
状
を
俯
瞰
す
る
に
あ
た

り
、
組
織
構
造
や
利
用
者
、
主
要
な
収

益
基
盤
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

ま
ず
Ｊ
Ａ
は
、
農
業
者
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
た
協
同
組
合
で
、
農
業
協
同
組

合
法
に
基
づ
く
法
人
で
あ
る
。
経
済
事

業
・
信
用
事
業
・
共
済
事
業
（
い
わ
ゆ

る
農
協
３
事
業
）
を
総
合
的
に
行
う
総

合
農
協
（
単
位
農
協
も
し
く
は
単
協
）

が
地
域
ご
と
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
16

年
度
末
で
６
７
９
法
人
あ
る
。
信
用
事

業
を
行
わ
な
い
専
門
農
協
も
あ
る
。
Ｊ

Ａ
を
支
援
す
る
広
域
団
体
と
し
て
、
事

業
ご
と
に
都
道
府
県
組
織
や
全
国
組
織

が
存
在
す
る
（
図
表
１
）。

　

総
合
農
協
の
組
合
数
は
、
01
年
度
末

の
１
１
８
１
法
人
か
ら
16
年
度
末
で
６

７
９
法
人
に
減
っ
て
い
る
。
職
員
数
は

01
年
度
の
26
・
３
万
人
か
ら
15
年
度
で

は
20
・
５
万
人
に
減
少
。
１
９
５
０
年

度
末
の
組
合
数
は
１
万
３
３
０
０
法
人

だ
っ
た
の
で
、
現
在
は
当
時
の
20
分
の

１
程
に
減
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
単

位
農
協
を
取
り
ま
と
め
る
各
団
体
の
機

能
の
必
要
性
が
当
時
よ
り
も
弱
く
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

わ
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第
２
回　

Ｊ
Ａ
の
事
業
と
収
益
構
造

信
用
・
共
済
事
業
が
収
益
の
柱

経
済
事
業
の
改
善
求
め
ら
れ
る
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協
同
組
合
で
あ
る
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員

を
主
な
利
用
者
と
し
て
事
業
を
営
む
。

正
組
合
員
は
農
業
者
で
あ
る
こ
と
が
条

件
だ
。
た
だ
し
、
農
業
者
以
外
で
Ｊ
Ａ

ご
と
に
定
め
た
一
定
の
出
資
金
を
払
う

こ
と
で
准
組
合
員
と
し
て
加
入
で
き
、

正
組
合
員
と
同
じ
よ
う
に
Ｊ
Ａ
の
事
業

を
利
用
で
き
る
。
な
お
、
総
会
で
の
議

決
権
や
役
員
の
選
挙
権
な
ど
Ｊ
Ａ
の
運

営
に
は
関
与
で
き
な
い
。

　

総
組
合
員
数
は
01
年
度
の
９
０
８
・

３
万
人
か
ら
15
年
度
の
１
０
３
７
万
人

に
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
増
え
て

い
る
の
は
准
組
合
員
だ
。
正
組
合
員
は

01
年
度
の
５
２
１
・
１
万
人
（
う
ち
個

人
５
２
０
・
２
万
人
、
団
体
０
・
９
万

人
）
か
ら
15
年
度
に
は
４
４
３
・
３
万

人
（
う
ち
個
人
４
４
１
・
６
万
人
、
団

体
１
・
８
万
人
）
に
減
少
し
て
い
る
。

　

准
組
合
員
数
は
09
年
度
に
正
組
合
員

数
を
上
回
り
、
そ
の
後
は
准
組
合
員
数

の
ほ
う
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

な
お
、
団
体
で
加
入
し
て
い
る
正
組
合

員
は
増
加
基
調
で
、
農
業
者
の
組
織
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
近
年
の
Ｊ
Ａ
は
、
農
業

従
事
者
以
外
の
准
組
合
員
を
増
や
す
こ

と
で
事
業
基
盤
を
補
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
は
農
業
と
地
域
社
会
に
根
差
し

た
組
織
を
標
榜
し
て
お
り
、
農
業
に
直

接
関
わ
っ
て
い
な
く
と
も
、
各
Ｊ
Ａ
の

地
元
の
人
々
が
参
加
す
る
こ
と
自
体

は
、
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
目
的
に

適
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
農
業
者
の
た
め
の
協
同
組

合
と
い
う
観
点
で
は
、
農
業
者
が
少
数

派
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
異
論
が

出
て
い
る
。
准
組
合
員
制
度
を
廃
止
す

べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
農
業
と
地
域
社
会
の
関
係
を
重

視
す
る
立
場
か
ら
、
准
組
合
員
に
も
議

決
権
を
与
え
る
な
ど
し
て
Ｊ
Ａ
運
営
に

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
の
が
望
ま

し
い
と
の
見
解
も
あ
る
。
15
年
の
法
改

正
で
は
、
准
組
合
員
に
よ
る
組
合
の
利

用
に
関
す
る
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
施
行
日
か
ら
５
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
に
調
査
、
検
討
、
結
論
を
得

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

単
位
農
協
の
農
業
向
け
金
融
は

金
額
・
シ
ェ
ア
と
も
に
縮
小

●
農
業
向
け
貸
出
の
傾
向

　

次
に
、
Ｊ
Ａ
の
収
益
基
盤
で
あ
る
信

用
事
業
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
Ｊ

Ａ
の
農
業
資
金
残
高
は
、
09
年
度
分
か

ら
定
義
が
同
じ
資
料
が
公
表
さ
れ
て
い

る
の
で
、
09
年
度
以
降
の
金
融
機
関
に

お
け
る
農
業
向
け
貸
出
金
残
高
を
見
る

（
図
表
２
）。
全
体
の
残
高
は
11
年
度

以
降
や
や
減
少
傾
向
が
続
い
た
が
、
15

年
度
に
は
少
し
増
加
に
転
じ
た
。

　

全
体
を
通
し
て
と
り
わ
け
減
っ
て
い

る
の
が
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
単
協
で
、
民
間

金
融
機
関
、
政
府
系
金
融
機
関
は
貸
出

金
残
高
も
そ
の
シ
ェ
ア
も
徐
々
に
拡
大

し
つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
15
年
度
は
農

林
中
金
が
貸
出
金
残
高
、
シ
ェ
ア
と
も

に
拡
大
さ
せ
た
た
め
、
政
府
系
金
融
機

関
の
シ
ェ
ア
は
若
干
低
下
し
た
（
貸
出

金
残
高
額
は
増
加
）。

　

こ
う
し
た
Ｊ
Ａ
と
非
Ｊ
Ａ
の
貸
出
金

残
高
の
推
移
は
、
貸
出
先
の
特
性
に
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
（
特
に
単
協
）
の
貸
出
先
は

小
規
模
農
業
者
が
中
心
で
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
一
方
、
政
府
系
金
融
機
関
は
小

規
模
農
業
者
に
加
え
、
組
織
化
さ
れ
た

大
規
模
な
農
業
者
も
手
掛
け
て
い
る
。

　

一
部
の
民
間
金
融
機
関
で
は
、
農
業

者
に
対
し
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
獲
得
や
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
な
ど
を
支
援

し
て
、
組
織
的
な
経
営
、
農
業
の
企
業

化
を
推
進
し
て
い
る
。

図表１　JAグループの組織図（主なもの）

（注）（　）内は愛称・略称。厚生事業などは省略。
（出所）全国農業協同組合連合会、全国農業協同組合中央会、JAバンクのウェブサイトなどを基に大和総研作成

経済事業 信用事業 共済事業 代表・調整・指導事業

市町村段階
農業協同組合

（JA、単協、地域農協）

都道府県段階
経済農業協同組合連合会

（JA経済連）
信用農業協同組合連合会
（JA信連、信農連） 全国共済

農業協同組合連合会
（JA共済連、全共連）

農業協同組合中央会
（JA中央会）

全国段階
全国農業協同組合連合会

（JA全農）
農林中央金庫
（農林中金）

全国農業協同組合中央会
（JA全中）

事業内容
農畜産物の販売、生産資材の

購買・供給など
各種金融サービス

生命共済、損害共
済、年金共済など

JAの指導や監査、教育、
農政活動、広報活動など
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小
規
模
農
業
者
数
の
減
少
は
長
期
的

な
傾
向
で
あ
り
、
今
後
も
増
加
に
転
じ

る
と
は
見
通
し
難
い
。
抜
本
的
な
構
造

の
は
７
割
強
の
預
け
金
で
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
農
林
中
金
と
Ｊ
Ａ
信
連
へ

の
「
系
統
預
け
金
」
だ
。

信
用
・
共
済
事
業
は
黒
字
だ
が

経
済
事
業
は
赤
字

●
各
事
業
分
野
に
お
け
る
収
益
の
状
況

　

こ
の
よ
う
に
Ｊ
Ａ
は
、
農
業
に
従
事

し
て
い
な
い
准
組
合
員
を
中
心
に
利
用

者
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
規

模
を
確
保
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
収

益
の
実
態
を
見
て
い
く
。

　

単
位
農
協
の
経
常
利
益
は
全
体
と
し

て
増
加
基
調
で
推
移
し
て
い
る
（
図
表

４
）。
部
門
別
内
訳
を
見
る
と
、
05
年

度
時
点
で
は
共
済
事
業
の
経
常
黒
字
額

が
一
番
多
い
。
次
い
で
信
用
事
業
、
経

済
事
業
等
（
農
業
関
連
事
業
、
生
活
そ

の
他
事
業
、
営
農
指
導
事
業
の
合
計
）

は
経
常
赤
字
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
共
済

事
業
の
経
常
黒
字
は
減
少
基
調
と
な
っ

た
一
方
、
信
用
事
業
は
経
常
黒
字
が
増

加
基
調
で
推
移
。
経
済
事
業
等
の
経
常

赤
字
は
や
や
縮
小
し
つ
つ
あ
る
が
、
図

表
４
で
示
し
た
期
間
で
は
一
度
も
経
常

黒
字
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

つ
ま
り
、
経
済
事
業
等
の
赤
字
を
信

用
・
共
済
事
業
で
補
い
、
全
体
で
黒
字

と
し
て
い
る
の
が
こ
の
間
の
単
位
農
協

の
収
益
構
造
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ

の
数
値
は
全
国
の
単
位
農
協
全
体
の
集

計
値
で
、
個
別
の
単
位
農
協
で
見
れ
ば

経
済
事
業
等
で
も
黒
字
を
確
保
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
14
年
度
の
経
済
事

業
等
が
黒
字
の
農
協
の
数
は
、
全
国
で

は
全
体
の
約
２
割
で
あ
る
。

●
信
用
事
業
、
経
済
事
業
に
対
す
る
政

府
・
与
党
の
議
論

　

Ｊ
Ａ
の
事
業
の
傾
向
や
収
益
構
造
は

い
ま
政
府
の
農
業
振
興
に
お
い
て
議
論

の
対
象
と
な
り
、
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
前
回
記
述
し
た
と
お
り
、
Ｊ
Ａ

法
改
正
を
含
む
15
年
の
法
改
正
な
ど
、

政
府
・
与
党
の
農
業
に
関
連
す
る
議
論

の
ト
ー
ン
は
、
農
業
の
成
長
産
業
化
を

図
る
た
め
、
農
業
の
企
業
化
等
を
促
進

す
る
も
の
だ
っ
た
。
同
時
に
農
協
に
対

し
て
は
、
農
業
者
の
た
め
の
農
協
と
い

う
本
来
の
使
命
の
再
強
化
を
求
め
る
こ

と
が
主
な
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
一
環
で
17
年
に
は
「
農
業
競
争

力
強
化
支
援
法
」
が
成
立
し
た
。「
良

質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
」

「
農
産
物
流
通
等
の
合
理
化
」
に
関
し

て
国
が
講
ず
べ
き
施
策
等
を
規
定
し
て

お
り
、
農
協
の
経
済
事
業
の
強
化
を
側

面
支
援
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

一
方
、
15
年
の
Ｊ
Ａ
法
改
正
に
は
盛

り
込
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
信
用
事

改
革
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

単
位
農
協
の
農
業
向
け
貸

出
は
今
後
と
も
減
少
傾
向

が
続
く
と
推
測
さ
れ
る
。

　

一
方
、
Ｊ
Ａ
は
農
業
生

産
に
直
接
関
わ
る
事
業
以

外
に
、
農
村
や
農
業
者
の

生
活
全
般
に
関
わ
る
事
業

も
対
象
と
し
て
い
る
。
今

で
は
組
合
員
よ
り
も
准
組

合
員
の
ほ
う
が
多
く
、
信

用
事
業
で
も
准
組
合
員
の

利
用
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
実
際
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

の
貸
出
は
住
宅
ロ
ー
ン
や

自
動
車
ロ
ー
ン
、
教
育
ロ

ー
ン
な
ど
、
民
間
の
金
融

機
関
と
同
様
の
品
揃
え
が

あ
り
、
貸
出
に
占
め
る
農

業
の
割
合
は
低
い
（
図
表

３
）。

　

ま
た
、
単
位
農
協
の
金

融
資
産
の
う
ち
貸
出
金
が

占
め
る
割
合
は
２
割
強
で

あ
る
。
最
も
比
率
が
高
い

図表２　農業向け貸出金残高（左図：金額、右図：構成比）

（注）民間金融機関計、政府系金融機関計、日本政策金融公庫は農業と林業の数値
（出所）農林中央金庫「農林漁業金融統計」より大和総研作成



2017・10月15日号63

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••JA改革・農政転換で
変わりゆく農業金融短期集中連載

業
に
関
す
る
議
論
は
継
続
し
て
い
る
。

単
位
農
協
が
信
用
事
業
を
継
続
す
る
の

か
、
あ
る
い
は
単
位
農
協
か
ら
切
り
離

し
て
農
林
中
金
や
Ｊ
Ａ
信
連
に
統
合
す

る
の
か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
15
年
の
法
改
正
の
起
点
の

一
つ
と
言
え
る
政
府
の
「
規
制
改
革
実

施
計
画
」（
14
年
６
月
24
日
閣
議
決

定
）
に
は
、「
単
協
の
経
済
事
業
の
機

能
強
化
と
役
割
・
責
任
の
最
適
化
を
図

る
観
点
か
ら
、
単
協
は
そ
の
行
う
信
用

事
業
に
関
し
て
、
不
要
な
リ
ス
ク
や
事

務
負
担
の
軽
減
を
図
る
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
方
式
（
農
林
中
央
金
庫
（
農

林
中
金
）
又
は
信
用
農
業
協
同
組
合
連

合
会
（
信
連
）
に
信
用
事
業
を
譲
渡

し
、
単
協
に
農
林
中
金
又
は
信
連
の
支

店
を
置
く
か
、
又
は
単
協
が
代
理
店
と

し
て
報
酬
を
得
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
方
式
）
の
活
用
の
推
進
を
図

る
」
と
の
記
述
も
あ
る
。

単
位
農
協
の
信
用
事
業
に

譲
渡
の
積
極
化
を
推
す
声
も

　

さ
ら
に
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会

議
の
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が

公
表
し
た
「
農
協
改
革
に
関
す
る
意

見
」（
16
年
11
月
11
日
）
に
は
、
地
域

農
協
の
信
用
事
業
の
負
担
軽
減
等
と
し

て
、「
地
域
農
協
の
信
用
事
業
の
農
林

中
金
等
へ
の
譲
渡
を
積
極
的
に
推
進

し
、
自
ら
の
名
義
で
信
用
事
業
を
営
む

地
域
農
協
を
、
３
年
後
を
目
途
に
半
減

さ
せ
る
べ
き
」
と
し
、
よ
り
具
体
的
に

信
用
事
業
の
譲
渡
を
求
め
て
い
る
。

　

政
府
の
当
面
の
公
式
の
方
針
を
ま
と

め
た
も
の
と
い
え
る
農
林
水
産
業
・
地

域
の
活
力
創
造
本
部
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」（
16
年
11

月
29
日
改
訂
）
で
は
、「
農
林
中
金
・

信
連
・
全
共
連
の
協
力
を
得
て
、
単
位

農
協
の
経
営
に
お
け
る
金
融
事
業
の
負

担
や
リ
ス
ク
を
極
力
軽
く
し
、
人
的
資

源
等
を
経
済
事
業
に
シ
フ
ト
で
き
る
よ

う
に
す
る
」
と
し
て
、
規
制
改
革
推
進

会
議
よ
り
は
穏
や
か
な
表
現
と
な
っ
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
政
府
・
与
党
の
農
協
改
革

推
進
派
は
、
信
用
事
業
は
農
林
中
金
な

ど
広
域
組
織
に
任
せ
、
単
位
農
協
は
経

済
事
業
等
に
専
念
す
べ
き
だ
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
各
種
報
道
や
農
協
関
係
者
の

記
事
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、
単
位
農

協
側
は
、
信
用
事
業
が
あ
る
か
ら
運
営

が
成
り
立
つ
、
あ
る
い
は
経
済
事
業
等

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
信
用
事
業

を
一
体
的
に
運
営
す
る
の
が
望
ま
し
い

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
政
府
・
与
党
の
農
協
改
革
推
進

図表３　単位農協の貸出金に占める農業と住宅の比率

（出所）農林中央金庫「農林漁業金融統計」より大和総研作成

図表４　単位農協の部門別経常損益

（注）経済事業等は、農業関連事業、生活その他事業および営農指導事業の合計
（出所）農林水産省「農業協同組合及び同連合会一斉調査」より大和総研作成

派
が
主
張
す
る
経
済
事
業
等
の
強

化
に
は
、
単
位
農
協
側
も
大
筋
の

異
論
は
な
い
が
、
そ
れ
と
信
用
事

業
の
譲
渡
は
別
問
題
で
あ
る
と
い

う
認
識
も
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
単
位
農
協

に
お
け
る
信
用
事
業
の
取
扱
い

は
、
今
後
の
農
協
の
あ
り
方
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
と
予
想
さ

れ
、
農
業
の
組
織
化
・
企
業
化
等

の
方
向
性
や
推
進
力
に
も
関
係
し

て
く
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
Ｊ
Ａ

自
身
が
掲
げ
る
改
革
の
概
要
と
意

義
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
農
業
金

融
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
は
、
次

回
に
記
述
す
る
予
定
で
あ
る
。
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